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1． はじめに 

東京情報大学では文科省の戦略的研究基盤形成支援採択

事業として，NASA の地球観測衛星 Terra および Aqua に搭

載された中分解能撮像分光放射計 (MODIS: Moderate 

Resolution Imaging Spectroradiometer)センサで受信さ

れるデータ(衛星画像データ)を利用した「環境変動」の解

析に関する研究を行った[1][2][3]．その一環として現在

受信した衛星画像データと解析結果の Web 配信を行う衛星

画像データ解析システム(SIDAS: Satellite Image Data 

Analysis System)を運営している．現在これを拡張し衛星

画像データと対応する地理情報を収集，社会に還元するポ

ータルシステムとする為，高速処理基盤，地理情報の付加

と共有機能，およびユーザインターフェイスの拡張を進め

ている．本稿では地理情報の付加と共有機能について述べ

る． 

2 ．SIDAS 

2.1 システム概要 

SIDAS は，戦略的研究基盤形成に関わる研究の一環とし

て開発された衛星画像データの解析処理を行う衛星画像デ

ータ解析システムである．現在公開している Ver2.0 では

東アジア一帯の衛星データを逐次解析し，研究に利用しや

すいフォーマットにデータ変換すると共に RGB 画像に加え，

植生指数，地表面温度，海表面温度の可視化画像を Web 上

で毎日配信している． 現在研究開発中である Ver3.0 以降

では，配信している衛星データに対し地理情報を収集し，

社会に還元するポータルシステムを検討している．その際

の地理情報のデータ形式や収集の手法・共有の仕方につい

て検討を行った． 

  
図 1 SidasVer2.0 

2.2 衛星画像データ 

SIDAS では MODIS センサで受信したデータ及び加工され

たデータを全て衛星画像データとして取り扱う． 

MODIS センサデータは NASA の地球観測衛星 Terra および

Aqua に搭載された MODIS センサで受信され 1 日 2 回地球を

周回する．MODIS センサの観測幅は 2330km で 36 バンド(可

視域から熱赤外域まで：0.405~14.385μm)と 3 つの空間分

解能(250m，500m，1000m)を持っている[4]． 

東京情報大学では沖縄，北海道，千葉の三箇所に受信局

を設置し，東経 80 度から 180 度まで，北緯 0 度から 80 度

の範囲を受信しており SIDAS では MOD02 の一部，MOD11，

MOD13，MOD14，MOD28の 5種類のデータを解析する． 

 

2.2.1 衛星画像データの種類(MODISデータ) 

SIDAS では，5 種類のデータを解析している．各データ

の詳細を表 1に示す．  

 

表 1 衛星画像データ詳細 

データ名称  概要  バンド数  空間解像度  

MOD02  反射率データ  7  500m  

MOD11  地表面温度  1  1km  

MOD13  植生指数  2  500m  

MOD14  異常温度  1  1km  

MOD28  海面温度  1  1km  

 

バンドはセンサの反射帯域ごとに存在している． MOD02

には 36 バンドのデータがあるが RGB 画像の視覚化に必要

な 3 バンドを含む利用度の高い 7 バンドのみを解析してい

る． 

 

2.2.2 衛星画像データのフォーマット 

SIDAS で は デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト と し て HDF-EOS 

(Hierarchical Data Format-Earth Observing System)デ

ータ，RAW データ，PNG データの三種類を利用している．

下記に 3種類のそれぞれの特徴を記述する． 

1) HDF-EOSデータ 

HDF-EOS は受信した直後のデータフォーマットであり，

複数のデータを階層的に格納できるため衛星データに利用

しやすい形式である．特徴として位置・時間・撮影データ

が階層に分かれて保存されており 1 データ毎に位置と時間

が取得できる反面，データ量が非常に多くなる． 

2) RAWデータ 

SIDAS では研究における利便性やデータ量の観点からバ

ンド毎に RAW データに変換して保存・提供を行なっている．

RAW データは一般的な画像フォーマットに近いデータ形式

であり利用が容易である．データ部内は撮影データが等間

隔・直列に並んでいる．位置情報や時間等の付加情報は別

ファイル(ヘッダファイル)に保存しておく必要があるが，

データ量は HDF-EOSに比べ少ない． 

3) PNGデータ 
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SIDAS では Web 上で衛星画像を公開する際，PNG データ

として視覚化を行なっている．範囲が東アジア全域とデー

タ量が巨大になることからピース化と呼ばれる操作を行い

画像を細分化して保存している． 

3 ．地理情報の付加と共有 

3.1 地理情報 

SIDAS では，衛星画像データに対し専門的知識を有する

ユーザを中心とし地理情報を収集し付加を行う．地理情報

によって衛星画像データを全てのユーザにわかりやすく提

供を行える．例としては地理情報として台風や黄砂・流氷

等の気象変動や噴火や異常温度などの異常気象等を視覚的

にわかりやすく提示することが可能である．また，人口デ

ータ等を地理情報をとして付加しておくことで，人口と温

度の関係等を視覚的に観ることが可能である． 

地理情報の付加と共有機能の構成を図 2に示す． 

 

 
図 2 地理情報の付加と共有 

 

地理情報は KML(Keyhole Markup Language)ファイルに保

存され DB で衛星画像データとの関連付けが行われる．ユ

ーザが該当の衛星画像データデータを閲覧する際に DB か

ら KML ファイルを参照し Web システムが衛星画像データ上

に地理情報を可視化する． 

 

3.2 地理情報のデータ形式 

地理情報のデータ形式には KML を用いた．KML は Google 

Map に代表される地図サービスで広く使われるオープンフ

ォーマットであり，ポイント，線，画像，ポリゴン，モデ

ルなどの地理的特徴を保存するための XML 文法および 

XML ファイル形式である．一旦地理情報を KML に変換し

KML で記述された可視化処理を実装することで，外部シス

テムとの連携を容易にし，従来の KML で記述された豊富な

地理情報資源を活用することが可能である． 

 

3.3 地理情報の収集・付加 

 地理情報の収集・付加は以下の方法で行われる． 

・SIDASの専用ページからの収集 

・ソーシャルネットワークサービスからの収集 

通常 SIDAS の専用ページから，KML を衛星画像データに関

連付けることで地理情報の付加が行えるが現在ソーシャル

ネットワークサービスからの収集も検討している．以下に

Twitter を用いる場合の例を示す．これは Twitter 等に特

殊なフォーマットで投稿した際，SIDAS の自動収集機能が

その投稿から地理情報を自動で作成する方法である．こと

のとき Twitter では下記のような書式により地理情報を付

与し投稿する． 

 

{地理情報名},{地理情報詳細},{緯度},{軽度} #SIDAS 

 

ユーザがこの書式に従って Twitter に投稿すると SIDAS の

自動収集機能が地理情報として登録を行う． 

 

3.4 地理情報の表示 

 地理情報の表示は衛星画像データ上に KML に沿って表示

することで行われる．この際レイヤー機能により自分が表

示したい地理情報のみを表示する事が可能である．表示内

容としては文字列・画像の二種類となる． 

4 ．おわりに  

 本報告では，地理情報の付加と共有機能に関して，地理

情報のデータ形式や付加の方法・共有の仕方に関して検討

を行った． 

 今後は地理情報の付加と共有機能に関して，地理情報の

自動付加の拡張と地理情報の提供手法について検討する．

地理情報の自動付加の拡張では，自動収集用のデータ形式

で範囲の指定や複数の地理情報を登録可能になるように拡

張を行う．また，地理情報の提供手法については，保存さ

れている地理情報の他のシステムへの読み込みやダウンロ

ードの検討を行う． 
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